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第 2 章 政治分野における男女共同参画の状況等 

2.1 現状 

 我が国では、「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」等に基づき、議会に
おける女性の参画を推進するための取組を実施している。しかし、諸外国では国会議員に占
める女性の割合が、ここ 30 年で大幅に上昇しているにもかかわらず、我が国の衆議院議員
に占める女性の割合は 15.7％であり、スウェーデンの 45.0％、イギリスの 40.5％、フラン
スの 36.2％、ドイツの 35.7％、アメリカの 28.7％、韓国の 20.3％などと比べて上昇の程度
が低くなっている。 
 

図 2-1 諸外国の国会議員に占める女性の割合の推移 

 
 

また、衆議院議員総選挙及び参議院議員通常選挙の候補者に占める女性の割合は、第 50
回衆議院議員総選挙（令和 6 年 10 月）では 23.4％、第 26 回参議院議員通常選挙（令和 4
年 7 月）では 33.2％となっている。一方、当選者に占める女性の割合は、第 50 回衆議院
議員総選挙では 15.7％、第 26 回参議院議員通常選挙では 27.4％となっている。 
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図 2-2 衆議院議員総選挙における候補者、当選者に占める女性の割合の推移 

 

 
図 2-3 参議院議員通常選挙における候補者、当選者に占める女性の割合の推移 

 
 
 

（備考）1.総務省「衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調」より作成
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（備考）1.総務省「参議院議員通常選挙結果調」より作成
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2.2 地方議会における女性議員の割合の推移 

 地方議員における女性の割合は都道府県議会が 14.6％、政令指定都市議会が 23.1％、市
議会（政令指定都市議会を含む）が 19.5％、特別区議会が 36.0％、町村議会が 14.1％とな
っている（令和６年 12 月時点）。特別区議会については、まだ半数には至らないものの、他
の議会と比較して女性の割合が高い水準となっている。一方、都道府県議会や市議会、町村
議会における女性の割合は未だ 10％台であり、低いままである。また、女性議員がいない
議会の割合（令和 6 年 12 月時点）は町村議会が 21.2％、市議会（政令指定都市議会含む）
は 2.1％となっている。 
 

図 2-4 地方議会における女性議員の割合の推移 
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図 2-5 地方議会における女性議員がいない議会の割合 

 
 
また、地方議会における女性議員の年代別の割合では、都道府県議会においては 50 歳以

上 60 歳未満の層が最も多いものの、市区町村議会においては、60 歳以上 70 歳未満の層が
最も多くなっている。地方議員の被選挙年令は 25 歳以上であるが、40 歳未満の割合はいず
れにおいても 10％以下である。なお、図 2-6 では各地方議会における女性議員の年代別の
割合を実線で示し、本調査の調査回答結果における女性議員の年代別の割合を点線で示し
ている。 
 

図 2-6 地方議会における女性議員の年代別の割合
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また、第 20 回統一地方選挙（令和 5 年 4 月）では、候補者に占める女性の割合は、特

別区議会が 32.0％と最も高く、町村議会が 14.7％と最も低かった。一方、当選者に占める
女性の割合は、特別区議会が 36.8％と最も高く、都道府県議会が 14.0％と最も低くなって
いる。 

 
図 2-7 候補者に占める女性の割合の推移（統一地方選挙） 

 
 
 
 

議会種別 30歳未満 30－40歳未満 40－50歳未満 50－60歳未満 60－70歳未満 70歳以上
都道府県議会 1.0% 3.4% 27.1% 32.3% 28.4% 7.8%
都道府県議会(調査回答数） 1.1% 2.1% 18.1% 36.2% 28.7% 13.8%
市区議会 0.8% 6.2% 18.2% 28.7% 33.6% 12.6%
市区議会（調査回答数） 1.3% 8.0% 19.4% 29.6% 32.9% 8.8%
町村議会 0.6% 3.8% 11.4% 20.9% 36.6% 26.7%
町村議会（調査回答数） 0.3% 4.1% 13.0% 24.2% 37.0% 21.5%
（備考）1.全国都道府県議会議長会「全国都道府県議会議員年齢別一覧表（令和6年7月1日現在）」、全国市議会議長会「市議会
               議員の属性に関する調（令和6年7月集計）」及び全国町村議会議長会「第７０回町村議会実態調査（令和６年７月１日）」
　            より作成　　
　          2.調査回答数は「地方議会議員へのアンケート（政治への参画に当たっての支障や課題に関する実態調査）」の回答割合
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図 2-8 当選者に占める女性の割合の推移（統一地方選挙） 

 
 
2.3 女性の政治参画に向けた課題 

 我が国の国会議員又は地方議会議員における女性割合はいずれも 10％台と低いのが現状
である。我が国の有権者のうち、51.7％は女性である。政治に多様な民意を反映させるため
には、国会のみならず、地方政治においても、女性の政治参画を拡大していくことが重要で
ある。 
 令和 2 年度障壁調査において、地方議会議員を対象として実施したアンケート結果によ
ると、議員活動を行う上での課題（「大いに課題である」又は「課題である」の合計）とさ
れた項目のうち、男女の差が大きい項目は「性別による差別やセクシャルハラスメント（女
性 34.8％、男性 2.2％）」、「議員活動と家庭生活（家事、育児、介護等）との両立（女性 33.7％、
男性 13.7％）」であった。 
本調査においては、令和２年度障壁調査で主な障壁とされた「ハラスメント」、「議員活動

と家庭生活（家事、育児、介護等）との両立」について、より詳細に実態を把握すると共に、
政治参画における不安や悩みについて自由記述で回答いただく設問を追加し、多角的に分
析を行うよう試みた。 
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